
授業コード E010751

科目ナンバリン
グコード

第 1 週 ：

第 2 週 ：

第 3 週 ：

第 4 週 ：

第 5 週 ： 入浴の介護

１．排泄の意義と目的を説明します。
排泄介護のポイントと留意点について、器具やビデオ等を用いて説明します。
２．尿失禁
尿失禁の介助における注意点、自立へ向けての介助の方向性を説明しながら、排泄用
具を使用して体験してもらいます。

衣服着脱の介護

１．衣服着脱の意義と目的
２．衣服着脱介護のポイントと留意点について、障害（片麻痺や両下肢麻痺）に応じた着
替え、寝衣交換の方法等、ビデオを用いて説明し、更衣介助を体験してもらいます。

食事の介護

１．食事の意義と目的を説明します。
２．食事介護のポイントと留意点について、嚥下しやすいゼリー・ビデオ等を用いて説明
し、実際に食べる介助を体験してもらいます。

排泄・尿失禁の介護

○授業計画

学修内容 学修課題（予習・復習）

オリエンテーション

１．ねらい
介護実習を通じて、学生各自が介護課程の展開を踏まえて介護技術の基礎を確認しま
す。
２．講義・演習のねらいと指導上の留意点、介護の基本・概要が理解できるように説明し
ます。

介護に関する技術やさまざ
まに工夫された福祉用具
の利用方法等は、実際に
やってみて、体で覚えてい
ないと現場で活用すること
ができませんので、反復練
習に心がけてください。

関連科目 訪問介護論Ａ　訪問介護論Ｂ　介護実習

授業の目的

　介護の目的、機能及び展開過程を理解し、学内で習得した知識と介護技術について、老人福
祉施設、身体障害者更生援護施設、児童福祉施設または老人保健施設において、利用者が求
めている日常生活援助に関する介護技術能力を深めると同時に各種の介護を助ける住宅設備
機器や福祉用具の知識と活力を養います。また、実習指導者の指導を受けながら介護計画の
立て方や記録の仕方について学び、チームの一員として介護を遂行する能力を養います。

授業の概要

移動、食事、入浴、排泄等生活の各場面において一連の生活支援を提供するながれの理解と
技術の習得を目指します。

受講心得

研修の機会を効果的なものとするためには、それなりの心の準備が必要です。
介護職員は、「基礎的な介護を実践する力量」が求められています。
介護の原理原則をていねいに学び、自分を育てる出発点であることを自覚してください。

教科書
介護職員初任者研修テキスト

参考文献及び指定
図書

介護福祉士養成講座（15巻）

必修・選択区分 選択 単位数 1

履修上の注意また
は履修条件

受講生と体験を共有し、介護技術の復習はその日のうちに行うことが必要です。

平成２７年度 授業シラバスの詳細内容

科目名（英） 基本介護技術

担当教員名 佐藤　加奈子・山本　裕子・佐藤　ハツ子

配当学年 2 開講期 後期



第 6 週 ：

第 7 週 ：

第 8 週 ：

第 9 週 ：

第10週：

第11週：

第12週：

第13週：

第14週：

第15週：

第16週：

地域志向科目

備考

○単位を修得するために達成すべき到達目標

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式 「共同担当方式」

（３）アクティブ・ラーニング 「アクティブ・ラーニング科目」

期末試験（実技試験）を、モデルや必要物品等を用いて行います

期末試験

職員の健康管理・腰痛予防について

１．ボディメカニックスの活用
２．感染予防の抑止・防止

１．骨折・やけど・てんかん発作等の対応について、ビデオを用いて説明し、学生各自が
包帯の使い方を実際に体験します。

訪問介護計画の作成と記録・報告の技術

１．記録の書き方…目的・責任・内容・条件等々について説明します。
２．事例報告のまとめ方について、事例を紹介し説明します。

視覚障害者の歩行等の介護

１．介護のポイントと留意点を説明します。
２．ガイドヘルプの方法を、アイマスクや白杖等を用いて実際に、２名１組で廊下、階段
等を体験してもらいます。

緊急時の対応法

１．移乗・移動介護のポイントについて、ビデオを用いて説明します。
２．学生２名１組になって、車椅子体験（乗る人、介助する人）をしてもらいます。

肢体不自由者の歩行の介護

１．介護のポイントと留意点を説明します。
２．歩行の介護、杖・歩行器等を使用しての歩行の介助方法を、２名１組で体験してもら
います。
視

寝床上での体位・姿勢変換とじょくそうの対応

１．寝床上での体位・姿勢変換のポイントについて、ビデオを用いて説明します。
２．体位・姿勢変換・起き上がり等の方法について、学生２名を１組として体験してもらい
ます。
３．じょくそうを予防する方法について説明します。

家具・車椅子などへの移乗・移動の介護

１．身体の構造と生理機能
２．身体の清拭について、ビデオを用いて適した方法を説明します。
３．部分浴の方法…足浴・手浴・洗髪等について説明し、実際に体験してもらいます。
４．口腔ケア・耳、鼻、目、爪のケア等、ビデオを用いて説明をします。

寝具の整え方

１．介護のポイントと留意点
２．ベッドメイキングの方法について、ビデオを用いて説明し、その後、学生２名が１組と
なって実際に体験してもらいます。

１．入浴介助の方法
２．入浴介助における注意点（疾患・環境・羞恥心）について、ビデオを用いて説明しま
す。

身体の清潔



合計欄 0点

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安

レポート・作品等
（提出物）

講義終了後のレポートをもとに総合的に判断します。
[Ｓレベル]単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。
[Ａレベル]単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。
[Ｂレベル]単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。
[Ｃレベル]単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。

発表・その他
（無形成果）

講義・グループ活動への参加をもとに総合的に判断します。
[Ｓレベル]単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。
[Ａレベル]単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。
[Ｂレベル]単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。
[Ｃレベル]単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。

【思考・判断・創造】
※「考え抜く力」を含む。 15点 10点

（「人間力」について）

※以上の観点に、「こころの力」（自己の能力を最大限に発揮するとともに、「自分自身」「他者」「自然」「文化」等との望ましい関係
を築き、人格の向上を目指す能力）と「職業能力」（職業観、読解力、論理的思考、表現能力など、産業界の一員となり地域・社会
に貢献するために必要な能力）を加えた能力が「人間力」です。

【知識・理解】
※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。
15点 10点

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※「専門能力〈知識の活用〉」「チー
ムで働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

15点 10点

○成績評価基準（合計100点）

到達目標の各観点と成績評
価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等
（テスト）

レポート・作品等
（提出物）

発表・その他
（無形成果）

【関心・意欲・態度】
※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。
15点 10点

【知識・理解】
介護にかかる知識と技術について具体的かつ実際的に理解している

【技能・表現・コミュニ
ケーション】

実習での学びについて、まとめて報告することができる

【思考・判断・創
造】

講義を通して学んだことを専門的援助技術として概念化し理論家し体系立てていくことができる

【関心・意欲・態
度】

グループ活動に積極的に参加することができる


